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○
国
土
交
通
省
令
第

号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
電
離
放
射
線

障
害
防
止
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年

月

日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

第
七
条

船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
る
等
価
線
量
（
第
三
十
八

第
七
条

船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
る
等
価
線
量
（
第
三
十
八

条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
線
量
に
係
る
等
価
線
量
を
除
く
。
）
が
一
年
間
に
つ

条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
線
量
に
係
る
等
価
線
量
を
除
く
。
）
が
一
年
間
に
つ

き
、
次
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
、
次
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

眼
の
水
晶
体

五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

一

眼
の
水
晶
体

百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
第
一
号
の
眼
の
水
晶
体
に
受
け
る
等
価
線
量
に
つ
い

（
新
設
）

て
は
、
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
線
量
の
測
定
）

（
線
量
の
測
定
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

２

前
項
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

線
量
当
量
、
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当

線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る

量
の
う
ち
、
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
別
に
応
じ
て
、
放
射
線
の
種
類
及
び
そ

。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
部
位
に
放
射
線
測

の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
に
基
づ
き
、
当
該
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
を
算
定

定
器
を
装
備
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
測
定
は
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量

す
る
た
め
に
適
切
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

当
量
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
線
量
の
測
定
結
果
の
確
認
及
び
記
録
）

（
線
量
の
測
定
結
果
の
確
認
及
び
記
録
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２

船
舶
所
有
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
想
定
又
は
計
算
の
結
果
に
基
づ
き
、
遅

２

船
舶
所
有
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
想
定
又
は
計
算
の
結
果
に
基
づ
き
、
遅

滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
た
線
量
を
国
土
交
通
大
臣
が

滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
た
線
量
を
国
土
交
通
大
臣
が

告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
、
そ
の
都
度
記
録
す
る
と
と
も
に
、
算
出
の

告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
、
そ
の
都
度
記
録
す
る
と
と
も
に
、
算
出
の

結
果
を
当
該
船
員
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
果
を
当
該
船
員
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

等
価
線
量
の
三
月
ご
と
の
合
計
及
び
一
年
ご
と
の
合
計
（
眼
の
水
晶
体
に
受

三

等
価
線
量
の
三
月
ご
と
の
合
計
及
び
一
年
ご
と
の
合
計
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け
た
等
価
線
量
に
あ
つ
て
は
、
三
月
ご
と
の
合
計
、
一
年
ご
と
の
合
計
及
び
五

年
ご
と
の
合
計
）

四

（
略
）

四

（
略
）

(4/10)



改正前
第二号様式（第四十九条）

船員電離放射線健康診断結果報告書
年 月 日

地方運輸局長
殿運輸監理部長

船舶所有者の住所及び氏名又は名称

①放射線業務の種類 健康診断実施年月日 年 月 日

船名 総トン数 用 途 航行区域（従業制限）

放射線業務従事者数 男 女 計

異 常 所 見 者 数 男 女 計

③実効線量による
区分 5mSv以下 5mSvを超 20mSvを超

50mSv を超 計
の者

え20mSv以 え50mSv以
える者

性別
下の者 下の者

男
②
健 女
康
診 ④眼の水晶体の等
断 価線量による 45mSv

以下の者
45mSv を超え150 150mSvを超える

計
受 区分 mSv以下の者 者
診 性別
船
員 男
数

女

⑤その他の等価
150mSv以下の 150mSvを超え500 500mSvを超える

線量による 者 mSv以下の者 者 計
性別 区分

男

女

項 目 性別
異常所見 異常所見

項目 性別
異常所見 異常所見

のある者 のない者 のある者 のない者

男 男
白 血 球 数

女
ヘマトクリット値

女

男
眼

男
白血球百分率

女 女

男
皮膚

男
赤 血 球 数

女 女

男
血 色 素 量

女

１ ①の欄には、原子炉の運転及びこれに付随する放射性物質の取扱い、エックス線装置の使用又は
放射性物質装備機器の取扱いの別を記載すること。

２ ②の欄には、皮膚又は眼の検査のみを行つた場合には、記載することを要しない。
３ ③、④及び⑤は、今回の健康診断の前一年間に受けた線量によつて行うこと。
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改正後

第二号様式（第四十九条）

船員電離放射線健康診断結果報告書
年 月 日

地方運輸局長
殿運輸監理部長

船舶所有者の住所及び氏名又は名称

①放射線業務の種類 健康診断実施年月日 年 月 日

船名 総トン数 用 途 航行区域（従業制限）

放射線業務従事者数 男 女 計

異 常 所 見 者 数 男 女 計

③実効線量による
区分 検出限界 5mSv以下 5mSvを超 20mSvを超

50mSvを超 計
未満の者 の者 え2 0mSv え50mSv以 える者

性別
以 下の者

下の者

②
健 男
康
診 女
断
受 ④眼の水晶体の等
診 価線量による 検出限界 20mSv以下の 20mSvを超え50mSv以 50mSvを超え 計
船 区分 未満の者

者
下の者 る者

員 性別
数

男

女

⑤その他の等価 検出限界 150mSv以下 150mSvを超え500 500mSvを超
線量による 未満の者

の者 mSv以下の者 える者
計

性別 区分

男

女

項 目 性別
異常所見 異常所見

項目 性
異常所見 異常所見

のある者 のない者
別

のある者 のない者

男 男
白 血 球 数

女
ヘマトクリット値

女

男
眼

男
白血球百分率

女 女

男
皮膚

男
赤 血 球 数

女 女

男
血 色 素 量

女

１ ①の欄には、原子炉の運転及びこれに付随する放射性物質の取扱い、エックス線装置の使用又は
放射性物質装備機器の取扱いの別を記載すること。

２ ②の欄には、皮膚又は眼の検査のみを行つた場合には、記載することを要しない。
３ ③、④及び⑤は、今回の健康診断の前一年間に受けた線量によつて行うこと。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
国
土
交
通
省
告
示
第

号

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
限
度
及
び
方
法
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
元
年

月

日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
限
度
及
び
方
法

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
限
度
及
び
方
法
（
平
成
十
三
年
国
土

交
通
省
告
示
第
三
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
線
量
の
算
出
方
法
）

（
線
量
の
算
出
方
法
）

第
五
条

規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方
法
は
、
次

第
五
条

規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方
法
は
、
次

の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
す
る
方
法
と
す
る
。

の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
す
る
方
法
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

等
価
線
量
の
算
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

二

等
価
線
量
の
算
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
の
算
出
は
、
放
射
線
の
種
類
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
の
算
出
は
、
放
射
線
の
種
類
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
考
慮
し
て
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当

を
考
慮
し
て
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
い
ず
れ
か
の
適
切
な
方
法

ル
線
量
当
量
の
い
ず
れ
か
の
適
切
な
方
法

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）
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附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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